
 

 

2025 年 3 月 27 日 

 

パナソニック エナジー、大阪公立大学の新研究拠点にて 

産学連携の蓄電池人材育成プログラムを開始 

 

パナソニック エナジー株式会社（本社：大阪府守口市、社長執行役員：只信 一生、以下 当社）は、脱炭素

社会の実現のために欠かせない蓄電池産業の発展を支える人材育成を目的に、このたび、大阪公立大学（所

在地：大阪府、学長：辰巳砂 昌弘）中百舌鳥キャンパス内に新たに建設されたイノベーションアカデミース

マートエネルギー棟（以下 本施設）に 2025 年 4 月より入居し、蓄電池分野の人材育成プログラムの提供を

開始します。大学内で人材育成プログラムを提供することは、当社にとって初めての試みとなります。 

 

 

日本政府は、2030 年の温室効果ガス削減目標および 2050 年のカーボンニュートラル達成に向け、蓄電池

の技術を自動車の電動化や再生可能エネルギーの主力電源化において不可欠な技術と位置付けています。こ

のため、電池技術に携わる人材の育成が急務とされており、日本政府は 2030 年までに蓄電池分野で 3 万人

の人材を育成・確保する目標を掲げ、経済産業省を中心に「関西蓄電池人材育成等コンソーシアム」を発足

させるなど、産学官が一体となって蓄電池分野の人材育成・確保に取り組んでいます。 

 

本施設は、文部科学省「地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」

により設立された共創研究拠点です。初年度となる 2025 年度の取り組みは、施設の設備を活用した講座と

実習を実施します。講座では、電池の基礎知識から、セルおよびシステムの設計、生産技術まで幅広く学べ

る内容を提供し、実習では、リチウムイオン電池や乾電池の組立を体験できる機会を設ける予定です。また、

電気化学を専攻する学生だけでなく、機械、電気、情報技術系の学生にも、電池分野において様々な専門知

識が活かされることを知る機会を提供します。 

 

今回のように、電池メーカーが大学構内のラボに入居し、専門的な人材育成プログラムを提供することは、

日本国内でも先進的な取り組み事例です。蓄電池業界のリーディングカンパニーである当社は、社内におい

ても、即戦力となる専門人材の育成を目的とした「技術・モノづくりアカデミー」を開講しており、そこで

培ったノウハウを活かし、広範な技術系の学生に対して電池業界でのキャリア開発への関心を深めることを

目指します。これにより、日本の脱炭素社会の実現を支える人材を育成するとともに、次世代の産業リーダ

ーを育て、日本の蓄電池産業のさらなる発展に貢献していきます。 

以 上 

イノベーションアカデミースマートエネルギー棟 


